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再評価における事業内容の変更点

8億円

116億円

▲ 16億円

108億円

増減

約 13億円

約156億円

約 87億円

約256億円

再評価時

地価下落による買収単価の減少約103億円用地費

調査費

工事費

軟弱地盤対策検討等の

詳細調査の追加

①河川・鉄道横断部の仮設費増

②軟弱地盤対策の追加

③電線共同溝整備の追加

主な要因

約 40億円

約 5億円

約148億円全体事業費

計画時

○事業費

○事業期間

・用地買収難航による工期延期

平成1７年度 → 平成２８年度

・詳細設計の見直しによる工事費の増

工事費増加の要因①
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鉄道部アンダー概要

鉄道事業者の協議により
仮設工法が確定

河川切替図

仮切替
（鋼矢板）

河川管理者との協議により
一時切替による施工となった

軌道設備の移設費等が必要となった。

工事費増加の要因②
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★地盤改良工の追加（軟弱地盤）土質調査の結果、軟弱地盤であった

土質調査の結果、

Ｎ値10以下の軟弱地盤であった。

工事費増加の要因③
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★電線共同溝の追加

標準断面図
電線類地中化マスタープランに基づ
き、新設事業箇所において電線類の
地中化を促進することとした。



（補足）今後のスケジュール
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H17項目 （便益の内容）

・走行時間短縮便益、走行費用減少便益、

交通事故減少便益 B＝７１５．３億円

（費用の内容）

・事業費、維持管理費 C＝２４７．９億円

※算出根拠：費用便益分析マニュアル（国土交通省 平成15年8月）

費用便益比 B／C＝２．８８

事業効果の定量的分析
（費用便益分析）



現在施工箇所
（寝屋川市宝町）
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都市計画道路 千里丘寝屋川線
（都）千里丘寝屋川線 事業箇所図

N
事業延長 Ｌ = １，３８７ｍ

W=32.0～46.5ｍ
箇所 寝屋川市 宝町 ～

寝屋川市 高柳

事業期間 平成元年～２１年度
事業費 全体事業費214億円

京都守口線より 南側 京都守口線より 南側

京都守口線との交差点 事業箇所 最北部

全長

推定支持層線 推定支持層線

全体一般図および事業工程

橋梁下部・取付擁壁 擁壁擁壁 調節池（V=16,000m3)

擁壁 L=110m PC橋 L=48m 鋼橋 L=116m PC橋 L=48m 擁壁 L=110m

全長 Ｌ＝４３２ｍ ・ 幅員 Ｗ＝１６．０ｍ
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